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⼿話の理解も左脳優位

〜脳での⽂章理解は⼿話と⾳声で完全に同じ〜

JST（理事長：沖村憲樹）の研究チームは、機能的磁気共鳴映像法（fMRI）の実験から、日本手話（*1）による文章理解が音声と同じ左脳優位であることを初めて直接
的に証明した。

本成果は、戦略的創造研究推進事業（チーム型）の研究領域「脳の機能発達と学習メカニズムの解明」の研究代表者の東京大学大学院総合文化研究科助教授 酒井
邦嘉と、同研究科大学院生 辰野 嘉則および鈴木 慶、国立身体障害者リハビリテーションセンター学院 教官 木村 晴美および市田泰弘によるもの。

アメリカ手話の研究では、左脳の損傷で音声言語と同様に手話失語が起こることが明らかとなっている。一方、最近のfMRIによる研究では、手話を見るときに右脳の
活性化が特に高まることが報告されており、手話失語の知見と矛盾するため、激しい論争が行われてきた。

今回、ろう者・コーダ（日本手話と日本語のバイリンガル）・聴者の３グループを対象として、文章理解における脳活動をfMRIにより測定し比較することによって、日本手
話の場合も日本語と同様に左脳の言語野が活性化することが明らかになった。

この結果により、手話と音声言語の左脳優位性に関する論争に最終的な決着をつけることができ、脳における言語処理の普遍性が示唆された。ろう者が手話を母語と
して獲得することの必要性を科学的に裏付けた本研究成果は、ろう教育や医療現場の改善へとつながることが期待される。なお、本研究成果は、平成１７年２月２３日発
行のイギリスのブレイン誌（Brain）オンライン版に発表された。

（*1） 日本手話とは、日本のろう者が母語として獲得している言語であり、日本語の語順に従って手話単語を並べた「日本語対応手話（シムコム）」とは全く異なる言葉
である。

＜研究概要＞

脳科学の進歩に伴い、人間の脳の活動を画像として捉える機能イメージングの手法を用いて、心のさまざまな機能の座が、脳のどこにあるかを調べられるようになって
きた。しかし、なぜ言語などの高次機能が左脳に局在するのかは、まだ明らかにされていない。本研究は、音声とは独立な言語である手話に注目して、手話の文章理解
が左脳優位であるかという疑問に対し、音声言語処理と比較して客観的に答えようとするもので、文章理解における手話と音声に共通な左脳優位性を明らかにした発見
は、世界で初めてである。

本研究では、日本手話が人間の自然言語の１つであることを科学的に明らかにすることを目標とし、脳活動において文章理解の要因を抽出するために次のような実験
を行った。調査の参加者は右利きの成人33名で、その内訳は、日本手話を母語とするろう者9名、日本手話と日本語の両方を母語とするコーダ（CODA, children of Deaf
adults）12名、日本語のみを母語とする聴者12名である。文章理解の課題を行っているときと、文中の非単語を探す課題を行っているときの脳活動をfMRIによって測定し
比較した。

その結果、文章理解に選択的な脳の活動が日本手話と日本語において完全に共通しており、手話と音声言語で同じ脳の場所が活性化するという言語の普遍性が確
かめられた。さらに、ろう者・コーダ・聴者のグループの間に共通して、左脳優位の活動が観察された。従って、手話と音声などの言語様式によらない高次の言語処理が左
脳に局在していることが明らかとなった。

このように、日本手話が音声言語と同等な神経基盤を持つことが、科学的に実証されたのは意義深い。なぜなら、発展途上国に限らず、わが国においても、ろう者が
手話を母語として獲得することの必要性がほとんど認識されていないのが現状だからである。実際、大半のろう学校では、今なお「口話法（読唇術と発声訓練）」が主流で
あって、手話や筆談の使用が禁止されている。また、テレビ放送などで用いられている日本語対応手話（シムコム）は、すでに日本語を身につけた中途失聴者が補助的に
使う方法で、文法の要素をできるだけ省いているために原理的に不完全な言葉である。近年、全国の産科病院で「新生児聴覚スクリーニング検査」が実施されるように
なったにもかかわらず、多くの医師が手話の必要性を認識していないために、ろう児の言語獲得は危機的状況にあると言わざるを得ない。聞こえない子供たちのための
教育環境の整備は、決して他人事では済まされない、焦眉の急である。今後、この先駆的な研究成果が突破口になって、ろう教育や医療現場の改善へとつながることが
期待される。
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手話（サイン・ランゲージ）は、日本語や英語と同じように文法を持つ自然言語の一つであ
る。それは、子どもが手話を母語として獲得できることからも明らかである。手話を母語とす
る人を、ネイティブ・サイナーと呼ぶ。言語学的に見ても、手話が音声言語に勝るとも劣らな

い機能を備えていることは、ベルージ（U.  Bellugi）やクリマ（E.  Klima）らによるアメリカ

手話（American Sign Language, ASL）の研究によって、実証されている。実際、手話でも左
脳の損傷で失語症が起こることが知られている【参考：酒井邦嘉著『言語の脳科学』中公新
書、平成１４年】。

欧米のろう学校では、１８８０年の世界ろう教育者会議で口話法の採用が決議されて以来、
手話を排除して口話法が導入されるようになり、その後一世紀にわたって、ろう者の教育水準
と識字能力の低下を招く結果になった。わが国のろう学校の教員がほとんど聴者であるという
現状からわかるように、これまでの聴覚障害児教育は、聞こえない子供たちをいかに聴者の社
会に「統合（インテグレート）」するか、という視点が主流であった。その結果、大半の人が
不完全な音声言語に基づいて言語を獲得せざるを得なかったのである。このような過酷なろう
教育の現状において、聞こえない子供たちにとって本当に必要とされる教育とは何か、いった
い何が保障されなくてはならないのかを真剣に考え議論しなくてはならない。平成１５年５月
２７日、全国のろう児とその親たち１０７人が、「日本手話をろう教育の選択肢のひとつとす
ること」を求め、日本弁護士連合会に対し人権救済の申し立てをした【参考：全国ろう児をも
つ親の会編『ろう教育と言語権』明石書店、平成１６年】。これは、ろう者の視点に立った改
革の確実な前進の兆しであったが、未だ具体的な勧告はなされていない。一方、全国の産科病
院で新生児聴覚スクリーニング検査が実施され、聴覚障害の「早期発見」が行われつつあるに
もかかわらず、補聴器の装着や人工内耳の手術は、未だ聴覚の補助的役割を果たすのに止まっ
ている。ろう児に対する「言語権」の保障は国レベルの問題でもあり、一日も早い行政の対応
が必要である。第１１回世界ろう者会議決議（平成３年、東京）の第一項には、次のように記
されている。

「子供の言語の発達にとって、生後三年間はもっとも大切な時期である。したがって、就学
前の子供には手話を使う環境で成長する機会を与え、健聴の親には手話の使用についてカウン
セリング・サービスと指導を提供しなければならない。あらゆる国々で、子供の人権に関する
国連児童憲章がろう児にも適用されることを認識すべきである。」

脳科学においては、アメリカのネビル（H.  J.  Neville）らが、手話を見ているときに、ネイ
ティブ・サイナーの左脳の言語野だけでなく、右脳でも活動が見られることを主張している。
さらに、右脳の角回の活動は、アメリカ手話のネイティブ・サイナーに見られるが、思春期以
降に手話を習った人（どちらも英語とのバイリンガル）には見られないことを報告した。しか
しながら、この結果は「左脳の損傷で、音声言語と同様に手話失語が起こる」という事実と矛
盾するため、今なお右脳の活動の原因をめぐって論争が続いている。こうした手話に対するさ
まざまな誤解を解くためにも、脳科学の観点から手話の言語処理をさらに解明していく必要が
あった。

　

今回の調査の参加者は、日本手話を母語とするろう者9名、日本手話と日本語の両方を母語と

するコーダ12名、日本手話の習得経験がない日本語を母語とする聴者12名である。すべての参
加者からインフォームド・コンセントを得た。実験で比較した条件は、次の４つである。

 

１）日本手話によるろう者（Deaf）の脳活動

２）日本手話によるコーダ（Coda）の脳活動

３）日本語の音声で提示した条件（AUD）の聴者の脳活動

４）日本語と日本手話を同時に提示した条件（A&V）の聴者の脳活動



 

本研究では、次の３つの課題を比較する実験パラダイムを用いた。

 

1. 「文章理解の課題」。図１のような会話文を日本手話または日本語の音声で提示して、
文脈に合わない文が提示されたとき、ボタン押しを行う。

2. 「非単語検出の課題」。文章理解の課題で用いた会話文を文単位で順序をランダムに入
れ替えて提示する。日本手話または日本語にない単語（非単語）が提示されたとき、ボ
タン押しを行う。

3. 「反復検出の課題」。非単語検出の課題で用いた会話文を逆再生で提示する。日本手話
または日本語の逆再生で同じものが反復して提示されたとき、ボタン押しを行う。

 

これらの課題を行っているときの脳活動をfMRIによって測定し比較した。文章理解の課題と
反復検出の課題の脳活動を比較した結果、１）～４）の４条件に共通して左脳と右脳の両方に
活動が見られたが、全体的に左脳の活動の方が強いことが分かった（図２）。また、図２の脳
活動から、その左脳と右脳の脳活動を入れ替えたものを差し引いた結果、これらの４条件に共
通して、左脳の活動が右脳よりも高まるという「左脳優位性」が示された（図３）。さらに、
文章理解の課題と非単語検出の課題の脳活動を比較した結果、文章理解に選択的な脳活動は、
手話と音声の両条件に共通して左脳優位であることが示された（図４）。

 

以上の知見をまとめると、文章理解における脳の活動が日本手話と日本語において完全に共
通しており、手話と音声言語で同じ脳の場所が活性化するという言語の普遍性が確かめられ
た。さらに、ろう者・コーダ・聴者のグループの間に共通して、左脳優位の活動が観察され
た。従って、手話と音声などの言語様式によらない高次の言語処理が左脳に局在していること
が明らかとなった。この成果により、手話と音声言語の左脳優位性に関する論争に最終的な決
着をつけることができた。
 

 

 

本研究において、日本手話が音声言語と同等な神経基盤を持つことを、科学的に証明するこ
とに初めて成功した。今回の成果は、３つの課題を用いることで、脳活動において文章理解の
要因を明確に抽出したことがポイントであり、手話の理解における左脳の優位性を直接的に示
す、画期的な発見である。

 

手話が人間の自然言語であることは、次の４つの科学的な根拠から明らかである。

 

1. 手話には音声言語と同様に語順があり、文法構造を持つ。

2. 手話は、乳幼児が母語として獲得できる。

3. 左脳の損傷で、音声言語と同様に手話失語が起こる。

4. 手話にともなう脳活動は、基本的に音声言語と同様である。

 

今回の成果は、この４番目の根拠の証明である。

 

 

 

　この研究は「脳の機能発達と学習メカニズムの解明」という目標を掲げた戦略的創造研究推
進事業の１つとして行われたものであり、脳の機能発達の基本的な枠組みを提案する。本成果
の社会的意義を次に要約する。

 

１）ろう教育の改善。聴覚を失うことは、言語理解を含め脳の知的機能には一切影響を与えな
い。ろう者の教育水準と識字能力の低下は、口話法を採用し続けたわが国のろう教育の政
策が原因である。ろう学校に通う子供には、早急に手話を使う環境で成長する機会を与え



なくてはならない。ろう者と聴者のコミュニケーションは、口話法や日本語対応手話では
なく、日本手話か日本語の筆談によって行うことが望ましい。本研究の成果は、現在のろ
う教育の抜本的な改善を促し、教育学などの学問分野だけでなく広く一般社会の発展に寄
与する。

 

２）医療現場の改善。全国の医師がろう児に対する手話の必要性を認識することにより、健聴
の親に手話の使用についてカウンセリング・サービスと指導を提供することが可能にな
る。その上で、補聴器の装着や人工内耳の手術が必要かどうかを判断する必要がある。こ
れがろう者に対する適切なインフォームド・コンセントである。

 

 

「手話がろう者に必要な言語であるということは、地球が太陽のまわりを回っているのと

同じくらい確かなことです。言語権の保障を訴える本書は、ろう教育の転回となるでしょ

う。」

『ろう教育と言語権』全国ろう児をもつ親の会編（明石書店）帯文

 

 

図１ 文章理解の課題で用いた日本手話の例。「今度のろう者大会はいつですか？」という
質問に対し、「来年の７月石川で開かれますよ。」のように二人の会話が進行する。
ここで、「去年の７月石川で開かれました。」のように文脈に合わない文が提示され

たとき、ボタン押しを行うのが課題である。ろう者（Deaf）とコーダ（Coda）に対し
ては、図のような日本手話を動画で提示する。聴者に対しては、同様の内容を日本語

の音声で提示する条件（AUD）と、日本語の音声および日本手話の動画を同時提示す

る条件（A&V）をテストした。

 

図２



文章理解の課題（Sc）と反復検出の課題（R）の脳活動を比較した結果。（Ａ）日本

手話によるろう者（Deaf）の脳活動、（Ｂ）日本手話によるコーダ（Coda）の脳活

動、（Ｃ）日本語の音声で提示した条件（AUD）の聴者の脳活動、（Ｄ）日本語と日

本手話を同時に提示した条件（A&V）の聴者の脳活動。各図は、左から順に脳の左外
側部・後頭部・右外側部を示す。これらの４条件に共通して左脳と右脳の両方に活動

が見られるが、全体的に左脳（L）の活動の方が強い（赤色が濃く広範に分布してい
る）ことが分かる。

 

図３ 図２の脳活動（N）から、その左脳と右脳の脳活動を入れ替えたもの（F）を差し引い

た結果。（Ａ）日本手話によるろう者（Deaf）の脳活動、（Ｂ）日本手話によるコー

ダ（Coda）の脳活動、（Ｃ）日本語の音声で提示した条件（AUD）の聴者の脳活動、

（Ｄ）日本語と日本手話を同時に提示した条件（A&V）の聴者の脳活動。左右の脳活
動を比較した結果、これらの４条件に共通して、左脳の活動が右脳よりも高まるとい
う「左脳優位性」が示された。

 

図４ 文章理解の課題（Sc）と非単語検出の課題（Sn）の脳活動を比較した結果。Ａ）日本

手話によるろう者（Deaf）とコーダ（Coda）の脳活動を合わせたもの、（Ｂ）日本語

の音声で提示した条件（AUD）と日本手話を同時に提示した条件（A&V）の聴者の脳
活動を合わせたもの。文章理解に選択的な脳活動は、手話と音声の両条件に共通して
左脳優位であることが示された。

 


